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振動化学反応系のマク､ロな状態は2成分による1imitcycleV-peiOにより記述する

ことができ,Fをオーダーパラメータと見ることができる｡擾拝 された1個のセル内で

はFは確定している｡2個のセルを弱結合させた状態をVで記述することを考える.･オ

ーダーパラメータの弱結合の問題の典型的な例は超伝導におけるジョセフソン効果であ

る｡超伝導又は超流動におけるジョセフソン効果においてはオーダーパラメータは弱結

合部においても連続であり,位相差はvortexの通過によって説明される｡しかし化学反

応系においてはvortexの存在は考えられない｡超伝導の弱結合においてオーダーパラメ

ータが弱結合部で不連続な場合 も考えられてお り,位相差はphaseshpにより説明され

る｡化学反応系における位相差もこの phaseslipということで説明されると思われるo

実際化学反応系において結合部分にはセル1と2の位相の成分が混在していると考えら

れるから,それを平均すると2つのセルの振動が 1:1にcoup血gしている状態を除い

て phaseslipしていることがわかるO結合部分に混在していたセル 1の位相の成分がセ

ル2内に混入するとそれは擾拝のためにセル2内を乱流状態で動き回り,やがてセル2

の位相-と引込まれていくと思われる｡これらの状態を実験的に調べるため Belousov-

zhabotinsky反応の弱結合について結合部付近の電位測定を行なった｡

初めに1方のセルはphaselock状態にしておき他方の振動がどのように浸透するかを

見た｡測定電極を1方のセルの内部から結合用の窓を通過させ,他方のセルの内部-と

連続的に移動させることにより,各部の振動波形を記録 した｡また数本の測定電極 を用

いて異なる位置での同時測定も行なった｡平均波高値の場所依存性は窓部の位置をOと

して図1のようであった｡測定された波形は約3種に分けることができ,第 1はセル1

のオリジナル波形にわずかに雑音が入ったもの,第 2は鋭い波形がある時間連続するも

の,第3は単独又は2,3の鋭い波形のものであり,第 1のものは窓部近傍で見られ,第

2のものはセル2内で窓部に近い部分にあり,第 3は窓から遠いセル2内に見られる｡
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これらの波形は場所依存性の他に結合の強さ(窓の面積 )にも依存する｡同一時刻に測

定した波形を重ね合せることにより,セル2内の波形はセル1のオリジナjL,な波形のか

けらが浸入し測定電極に触れて観測されたものと見れる｡窓からセル 1側の振動 して

いる溶液がセル2内-浸入し,槍拝などによる乱流の影響で初めの体積がバラバラにな

ってセル2内部-分散 して行くというモデルを考えるとセル2内の測定波形の巾は窓か

らの距離xに対して-e~aXという形で狭まると思われる｡2,3の測定においてはその

傾向が見られる｡

結合が非常に大となるとphaselock状態にあったセル2もセル1に引込まれて振動す

るようになる｡この場合のセル2内の波形は初めに小さなトリガー波が観測され,それ

に続いて通常の振動波形が観測される｡窓部においてはそれが同じ大きさの2つのピー

クとなり,セル1内では通常の大きさのオリジナルな波形の後にセル2側の振動の影響

として小さな波形が続 くことになる｡この2つのピークの間隔はセル1内で最も広 く窓

に近づくにつれて狭まり,さらにセル2内に行 くにつれ狭まって行 くことが観測された｡

このことから引込みは窓部で起きるのではなくセル2内部で起きると考えられる｡セル

2内部での引込み波の伝搬はセル1からの トリガー波の伝搬に比べて2倍以上の速さを

持つことも観測された｡セル2内の同一地点で トリガー波と引込み波の時間間隔を測定

するとバラツキがあることからphaselock状態においてもphaseはある範囲内でゆらい
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でいると思われる｡引込みの簡単なモデルとして,セル1からの トリガー波は獲拝等に

よる乱流によってランダムに分散すると考え位相が

∂-W-o｡｡so+∑R8(i-i..), W/o<1
ノ

と表わせるとし, 0-00+甲として

p-W-cosO.･psinO｡･iP
●

sinβo<0, cosβo>0

2coso｡言 p3sinO.･∑R6(i-tj)ノ

とな り,ポテンシャルの谷にある甲がランダムカによりたたき出されると考えることも

できると思われる｡
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